
　

介
護
保
険
制
度
が
見
直
さ
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
４
月
か
ら
市
役

所
内
に
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
設
置
し
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
立
し
た
生
活
を
支
援
し
ま

す
。

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
・
支
援
を

す
る
た
め
に
設
置
し
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
の
介
護
支
援
を
行
う
中
核
的

な
機
関
で
あ
り
、
保
健
師
・
社
会

福
祉
士
・
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
な
ど
の
職
員
が
専
門
性
を
生
か

し
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
主
な
業
務

介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

新
予
防
給
付
（
平
成
19
年
４
月

か
ら
実
施
す
る
新
し
い
認
定
基
準

の
要
支
援
１
・
２
の
方
が
対
象
）

と
介
護
予
防
事
業
を
利
用
す
る
方

の
予
防
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
要
介

護
状
態
に
な
る
こ
と
の
予
防
と
悪

化
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

総
合
相
談
・
支
援

　

高
齢
者
の
各
種
相
談
を
幅
広
く

受
け
付
け
、
多
面
的
な
支
援
を
行

い
ま
す
。

権
利
擁
護
事
業

　

高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
の
防
止

や
早
期
発
見
の
た
め
の
高
齢
者
虐

待
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
実
施
、

成
年
後
見
制
度
の
周
知
・
支
援
な

ど
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

包
括
的
・
継
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

高
齢
者
一
人
ひ
と
り
の
状
態
の

変
化
に
対
応
し
た
長
期
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
後
方
支
援
す
る
た
め
、
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ
の
助
言
や
、

地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
支
援
し
ま

す
。

●
従
来
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
の
役
割

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
窓

口
的
機
能
と
し
て
、
相
談
窓
口
機

能
を
中
心
と
す
る
ほ
か
、
地
域
づ

く
り
の
機
能
を
持
つ
窓
口
と
し
て

存
続
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
基
幹
型
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
は
廃
止
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

〇
市
庁
舎
別
館
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

TEL
０
８
９
７―

５
６―

５
１
５
１

　
　
　
　
　
　
　

内
線
２
３
４
２

〇
東
予
総
合
支
所
福
祉
課

　

高
齢
介
護
係

TEL
０
８
９
８―

６
４―

２
７
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
１
３
３

〇
丹
原
総
合
支
所
福
祉
課

　

高
齢
介
護
係

TEL
０
８
９
８―

６
８―

７
３
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
２
８
１

〇
小
松
総
合
支
所
福
祉
課

　

高
齢
介
護
係

TEL
０
８
９
８―

７
２―

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
１
２
３

地域包括支援センターを設置します自立した生活を支援

　

２
月
12
日
に
開
催
し
た
「
梅
ま
つ
り
」
の
川
柳
・
俳
句
・
短
歌
大
会
に

は
、
川
柳
１
２
０
句
、
俳
句
２
６
０
句
、
短
歌
32
首
と
、
た
く
さ
ん
の
作

品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

選
考
の
結
果
大
賞
・
入
賞
と
な
っ
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。(

敬
称
略)

大
賞

　

梅
の
壷
母
の
歴
史
が
詰
め
て
あ
る
　
　
　
　

神
田
登
茂
子
（
神
拝
甲
）

入
賞

　

着
ぶ
く
れ
を
一
枚
脱
い
で
梅
ま
つ
り
　
　
　

藤
田
睦
子
（
神
拝
甲
）

　

梅
林
を
ゆ
っ
く
り
母
の
歩
に
合
わ
す
　
　
　

山
之
内
佐
枝
美
（
大
町
）

　

梅
ま
つ
り
春
の
別
れ
が
す
ぐ
そ
こ
に
　
　
　

西
川
ツ
ユ
子
（
福
武
甲
）

大
賞

　

出
不
精
の
老
伴
い
て
梅
林
の
ゆ
る
や
か
な
れ
ど
長
き
坂
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
井
達
夫
（
洲
之
内
）

入
賞

　

雪
解
水
豊
か
に
流
る
る
加
茂
川
の
光
り
て
青
き
海
に
入
る
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
淳
子
（
小
松
町
新
屋
敷
）

　

梅
つ
ぼ
み
赤
く
ふ
く
ら
む
枝
ご
し
に
輝
き
見
ゆ
る
瀬
戸
内
の
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田
久
夫
（
大
町
）

　

梅
の
花
ま
ば
ら
に
咲
き
し
園
の
坂
歩
め
ば
春
の
ひ
か
り
零
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
鍋
純
子
（
飯
岡
）

大
賞

　

晩
学
楽
し
梅
咲
い
て
鳥
鳴
い
て
　
　
　
　
　

砂
田
満
里
子
（
円
海
寺
）

入
賞

　

新
調
の
靴
馴
染
ま
ざ
る
梅
の
坂
　
　
　
　
　

稲
井
夏
炉
（
洲
之
内
）

　

西
条
や
名
山
名
水
梅
香
る
　
　
　
　
　
　
　

木
村
政
雄
（
今
治
市
）

　

た
ま
し
ひ
の
色
し
て
ゐ
た
り
白
梅
は
　
　
　

山
内
幹
雄
（
新
居
浜
市
）

大
亀
財
団
ス
ポ
ー
ツ
賞

　

２
月
20
日
に
行
わ
れ
た
第
５
回

大
亀
財
団
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
に

お
い
て
、
次
の
方
々
が
各
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
拝
小
学
校
教
諭
の
近
藤
浩
次

郎
さ
ん
は
、
陸
上
競
技
の
指
導
を

通
じ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢

献
さ
れ
る
と
と
も
に
、
す
ば
ら
し

い
成
績
を
収
め
た
功
労
者
と
し
て

「
菜
の
花
賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

丹
原
町
剣
道
連
盟
は
、
地
域
ぐ

る
み
で
剣
道
の
普
及
・
振
興
に
貢

献
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ

る
団
体
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
ス
ポ

ー
ツ
賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

菜
の
花
賞
　

受
賞

近藤浩次郎さん
（神拝小学校教諭）

ふ
る
さ
と
ス
ポ
ー
ツ
賞 

受
賞丹原町剣道連盟

（青野義正会長）
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